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平成 24 年３月期第４四半期 投資有価証券評価損の戻入れ及び業績予想との差異に関

するお知らせ 
  
 当社は下記のとおり減損処理による有価証券評価損の戻入れが生じることとなりましたので、その概要

をお知らせするとともに、平成 23 年 10 月 28 日に公表いたしました平成 24 年３月期の業績予想との差

異が発生しましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１． 特別損失の計上及びその内容 

○投資有価証券評価損（73 百万円） 
当社は、｢その他有価証券｣に区分される保有有価証券のうち、時価あるいは実質価額が著しく下落し、

その回復が困難であると認められたものについて、平成 24 年３月期第３四半期において減損処理によ

る投資有価証券評価損を特別損失として計上しておりましたが、減損処理しました有価証券の株価の回

復可能性が認められましたため、平成 24 年３月期第４四半期において、投資有価証券評価損の戻入れ

が生じましたことをお知らせいたします。 
 

○平成 24年３月期第４四半期の投資有価証券評価損 

 個別 

(Ａ)平成24年３月期第４四半期会計期間(平成24年１月１日から平成24年３

月 31日まで)の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 

△73百万円 

（△：戻入益） 

(イ) 平成 24 年３月期第４四半期累計期間(平成 23 年４月１日から平成

24年３月 31日まで)の投資有価証券評価損の総額 
－百万円 

 
(ロ) 直前四半期(平成24年３月期第３四半期)累計期間(平成23年４月１

日から平成 23年 12 月 31 日まで)の投資有価証券評価損の総額 
73 百万円 

（注）１．四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 
   ２．当社の決算期末は３月 31 日であります。 
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○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 

 個別 

(Ｂ)平成 23年３月期末の純資産額 15,830 百万円 

(Ａ／Ｂ×100)  △0.5％ 
 

(イ／Ｂ×100) －％ 

(Ｃ)最近５事業年度の経常利益額の平均 844 百万円 

(Ａ／Ｃ×100) △8.7％ 
 

(イ／Ｃ×100) －％ 

(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益額の平均 511 百万円 

(Ａ／Ｄ×100) △14.4％ 
 

(イ／Ｄ×100) －％ 

（注）「(Ｃ)最近５事業年度の経常利益額の平均」には最近５事業年度の経常利益（経常損失である

年度は零とする。）の平均を、また、「(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益額の平均」には最近５

事業年度の当期純利益（当期純損失である年度は零とする。）の平均を記載しております。 

 
２． 業績予想の修正について 

（単位：百万円） 

○平成 24年３月期通期個別業績予想との差異（平成 23年 4月１日～平成 24年 3月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（A） 12,268 1,391 1,394 738 71 円 90 銭 

実績値（B） 12,077 1,585 1,591 863 84 円 06 銭 

増減額（B）－（A） △190 194 197 124 － 

増減率(％) △1.6 114.0 114.2 116.9 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年３月期） 
11,691 1,380 1,392 823 80 円 11 銭 

 

３．修正の理由 

通期の個別業績予想との比較におきましては、売上高は前回発表予想をほぼ達成いたしました。また、

利益面におきましては、生産効率のアップ、経費削減などを行い、さらには上記の投資有価証券評価損

の戻入れなどから営業利益、経常利益及び当期純利益はいずれも前回発表予想を上回る結果となりまし

た。 

 

以 上 
 


